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会社概要(平成２２年２月１5日現在)

• 関東バス株式会社
• 本社所在地 東京都中野区
• 創 業 昭和６年(１９３１年)１２月
• 事業エリア 東京都城西地区

（主として JR中央線を中心に、東は新宿駅、西は武蔵小金井駅、
北は西武池袋線、南は京王線に挟まれた地域)

• 事業内容 自動車運送事業・不動産賃貸業・自動車整備業• 事業内容 自動車運送事業・不動産賃貸業・自動車整備業
• 資本金 ３億７千５百万円
• 従業員数 １，０９６名
• 車両数 ４０２両

一般路線３８４両 (内１１両は自治体からの貸与) 
高速路線 １３両
貸切 ５両

当社事業エリア

1



当社の取り組み

1.バスロケーションシステム(関東バスナビ)
・平成１８年３月より運用開始平成１８年３月より運用開始

・高速・貸切を除く全車(コミュニティーバスを含む３８４両)に装備

・バスターミナル上屋・停留所標識等、計５９ヶ所に運行情報表示機設置

文字と音声で到着予定時間 発車時間 お知らせ 緊急情報等を案内文字と音声で到着予定時間、発車時間、お知らせ、緊急情報等を案内

・パソコン・携帯電話で、全路線(高速・深夜中距離バスを除く)の運行情報提供
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2.車両無線
・平成１８年度下期より導入開始。１９年度上期で全車装備

・高速・貸切車両を除く全車(コミュニティーバスを含む３８４両)に装備

バスロケ シ ンシステムとの連携による運行管理・バスロケーションシステムとの連携による運行管理

・運行情報の相互伝達

･忘れ物の問い合わせ等に活用
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3.環境対応車両の導入
・新長期排出ガス規制対応車両 １１５両

（内尿素ＳＣＲシステム採用車両６６両）

UDトラックス株式会社殿(旧日産ディーゼル工業)資料より抜粋
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4.バリアフリー（1）
・ノンステップバス等の導入・ノンステップバス等の導入

ノンステップバス２９０両（全車スロープ板付） 75.5% (384両中)
ワンステップバス ３２両（内 スロープ板付２６両）

(スロープ板付車両合計 ３１６両 82.3% (384両中) 
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バリアフリー（２）
バリアフリ 研修・バリアフリー研修
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バリアフリー（3） 当社の課題
①当社にはスロープ板での対応が難しい停留所が

約２割（約２５０ヶ所）存在

・車両幅2 5m+スロープ板長1 0m+車椅子転回長1 3m車両幅2.5m+スロ プ板長1.0m+車椅子転回長1.3m
片側歩車道計4.8mの幅員が必要
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バリアフリー（3） 当社の課題
②ノンステップバスの問題点

・ノンステップ部分の狭さ

ノンステップ部分の座席が少ないので ここが空いていない場合 乗降時にノンステップ部分の座席が少ないので、ここが空いていない場合、乗降時に

車内の段差を上り下りしなければならない。

※ お年寄りにとってやさしいバス？

・車両後半部の段差

背の高い人は天井に頭がつかえる
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バリアフリー（3） 当社の課題
③車両価格の上昇

バリアフリー対応及び排気ガス規制対応により車両価格が上昇
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参考資料
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交通基本法の検討に当たって

バスは平面交通で、分かりやすく、やさしい乗り物だと考えており、また、
そうありたいと願っております。
更に、バスは高齢化が進むこれからの日本で、益々その重要性が高まって

いくものと信じております。
そのバスを衰退させない為に事業者の努力は当然のことですが、交通基本その スを衰退させない為に事業者の努力は当然のことですが、交通基本

法の検討に当たり、バリアフリーの観点から下記について是非検討をお願い
いたします。

• マイカーから公共交通機関への政策転換
(都市部でも４０年前と比較すると、乗車人員は半減しています)
バリアフリ 対応 環境対応コストについての財政支援• バリアフリー対応、環境対応コストについての財政支援

• 人や環境にやさしいバスの開発について、メーカーへの支援
• ターミナル、歩道、バスベイ等、バリアフリー化へのインフラ整備

誰もが自由に移動する権利、移動権はすばらしいことですが、事業者の
取り組みにも限度があり、最終的な権利の保障は、国が負うべきものと考
えております。
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